
２０１９年６月２１日

福岡県糟屋郡久山町大字久原字原2859番1
株式会社日立物流九州

代表取締役社長　渡邉　亨

貸 　 借　  対　  照 　 表
（２０１９年３月３１日現在）

（単位：千円）

科　　　　　目 科　　　　　目 金　　　額

【資産の部】 【負債の部】

5,669,839 2,795,165

25,000 1,207,257

136,700 120,180

42,399 481,811

3,755,424 673,474

5,835 98,549

3,746 119,059

1,546,792 19,367

150,044 15,921

3,896 59,502

1,483,749 41

930,806 621,102

163,384 283,695

3,073 274,061

24,099 11,100

0 52,245

56,102 3,416,267

264,994 【純資産の部】

419,153 3,737,321

31,852 100,000

1,862 3,637,321

29,989 25,000

521,089 3,612,321

10 2,729,000

8,164 783,628

215,283 99,692

297,632 3,737,321

7,153,589 7,153,589

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

前 受 金

預 り 金

役 員 退 職 慰 労 引 当 金
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機 械 及 び 装 置

長 期 前 払 費 用

施 設 利 用 権

無 形 固 定 資 産

預 け 金

未 払 消 費 税 等

工 具 、 器 具 及 び 備 品

未 収 入 金

構 築 物

土 地

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

前 払 費 用

そ の 他

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

受 取 手 形

電 子 記 録 債 権 未 払 金

未 払 法 人 税 等

買 掛 金

リ ー ス 債 務

金　　　額

流 動 資 産

そ の 他

利 益 剰 余 金

流 動 負 債

負 債 純 資 産 合 計資 産 合 計

純 資 産 合 計

リ ー ス 債 務

未 払 費 用

車 両 運 搬 具

仮 受 金

投 資 そ の 他 の 資 産

固定資産圧縮積立金

別 途 積 立 金

負 債 合 計

株 主 資 本

資 本 金

出 資 金

繰 越 利 益 剰 余 金

リ ー ス 資 産

第 ６７ 期 決 算 公 告

差 入 保 証 金

繰 延 税 金 資 産

利 益 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

退 職 給 付 引 当 金

そ の 他

固 定 負 債

建 物

ソ フ ト ウ エ ア



（単位：千円）

科　　目 金　　　　　　額

25,220,046

22,399,949

2,820,097

1,742,172

1,077,925

22

12,504

2,721 15,248

6,226

2,332 8,558

1,084,615

136

420

11,000 11,556

522

1,155 1,677

1,094,494

425,458

△ 9,810 415,647

678,846

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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当 期 純 利 益

経 常 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

固 定 資 産 除 却 損

リ ー ス 債 務 解 約 損

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

固 定 資 産 売 却 益

法 人 税 等 調 整 額

損 害 賠 償 引 当 金 戻 入 れ

特 別 損 失

特 別 利 益

そ の 他

為 替 差 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

売 上 総 利 益

営 業 外 費 用

そ の 他

営 業 外 収 益

災 害 損 失 引 当 金 戻 入 れ

売 上 高

損 　益 　計 　算　 書
自 ２０１８年４月　１日
至 ２０１９年３月３１日

物 品 売 却 益

支 払 利 息

営 業 利 益

受 取 利 息

売 上 原 価



計算書類は「会社計算規則」(平成１８年２月７日 法務省令第１３号)に基づいて作成しております。

(重要な会計方針に係る事項に関する注記)

１．固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産 (リース資産を除く) 定額法
(2) 無形固定資産 (リース資産を除く) 定額法
(3) リース資産 　 　　 　  　        　  　   

　所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産
自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の

方法を採用しております。

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうちリー

ス取引開始日が２００８年３月３１日以前のリース取引に

ついては通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に

よっております。

２．引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金

　期末債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権について
は個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上することとしております。

(2) 退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき当事業
年度末において発生していると認められる額を計上しております。

(3) 役員退職慰労引当金
　役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づき期末要支給額を計上しております。

３．消費税等の会計処理
　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

４. 連結納税制度の適用
 ２０１９年３月期より連結納税制度を適用しております。

個　別　注　記　表
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